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一般会計及び特別会計の
歳入総額 322 億 9,981 万円（うち一般会計は 202億 5,681万円）

歳出総額 310 億 6,767 万円（うち一般会計は 196億 4,684万円）

基金残高　137 億 1,006 万円（定額運用基金は除く）
市債残高　468 億 4,566 万円

平成 26 年度一般会計、8 特別会計、3 企業会計の決算を認定

　

９
月
25
日
・
28
日
・
29
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
決
算
、
８
つ
の
特
別
会
計
決
算
及

び
３
つ
の
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
審
査
し
、
全
て
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
税
に
つ
い
て
】

Q 

下
呂
市
は
税
収
の
中
で
固
定
資
産

税
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。
滞
納
に

お
い
て
も
４
億
６
９
０
万
円
で
、
年

間
税
収
の
１
割
に
近
い
額
と
な
っ
て

い
る
。
納
税
の
公
平
性
か
ら
み
て
も
、

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

国
保
税
の
滞
納
件
数
が
６
０
９
件
で
、

１
億
６
８
０
０
万
円
程
あ
る
が
、
滞
納

件
数
が
増
え
て
い
く
と
税
の
算
定
に
影

響
し
て
い
く
の
か
。

A 

監
査
委
員
か
ら
も
指
摘
を
受
け
て

お
り
、
下
呂
市
の
滞
納
の
状
況
は
決
し

て
楽
観
視
で
き
な
い
。
組
織
の
見
直
し

等
で
、
強
化
で
き
る
体
制
を
取
り
た

い
。
今
年
か
ら
県
税
事
務
所
に
職
員
を

１
名
派
遣
し
、
県
の
担
当
者
と
臨
戸
訪

問
な
ど
収
納
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
国
保
税
に
つ
い
て
は
滞
納
が
増

え
れ
ば
収
納
額
が
減
る
の
で
、
国
保
税

の
税
率
算
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

【
獣
害
対
策
の
県
補
助
金
に
つ
い
て
】

Q 

県
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交

付
金
を
利
用
す
れ
ば
、
県
の
補
助
金
を

受
け
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、
下
呂
市
が
利

用
し
な
い
理
由
は

A 

平
成
25
年
度
に
創
設
さ
れ
た
制
度

で
、
捕
獲
し
た
動
物
を
職
員
が
１
頭
１

頭
目
視
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
た
び

に
職
員
が
現
場
に
確
認
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
職
員
数
が
減
少
し

て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
の

利
用
は
難
し
い
。 

【
電
気
料
の
削
減
に
つ
い
て
】

Q 

平
成
26
年
度
に
電
力
の
調
達
先
の

切
替
え
を
行
っ
た
が
ど
れ
く
ら
い
電
力

費
が
下
が
っ
た
の
か
。

A 

下
呂
庁
舎
や
振
興
事
務
所
な
ど

６
か
所
の
電
気
料
は
平
成
25
年
度
は

１
９
４
５
万
３
７
円
、
平
成
26
年
度
は

１
９
０
４
万
２
５
１
８
円
で
、
差
引

４
０
万
７
５
１
９
円
の
削
減
と
な
っ
て

い
る
。

【
地
元
野
菜
の
活
用
】

Q 

学
校
給
食
地
元
野
菜
供
給
奨
励
事

業
費
は
６
万
３
千
円
だ
が
、
耕
作
放

棄
地
や
農
地
の
荒
廃
が
進
む
中
、
農

業
体
験
な
ど
農
地
を
守
る
対
策
は

A 

学
校
給
食
へ
の
奨
励
事
業
は
３
団

体
で
わ
ず
か
な
額
だ
が
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
動
向
（
需
要
と
供
給
）
を
見
な

が
ら
、
団
体
の
育
成
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。
た
だ
し
今
実
施
し
て
い
る
団
体

は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
様
々

な
点
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
位
山
自
然
の
家
に
つ
い
て
】

Q 

位
山
自
然
の
家
の
利
用
者
か
ら
は
大

変
良
か
っ
た
と
、
評
判
を
得
て
い
る
が
、

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A 

予
約
の
受
付
開
始
日
に
、
申
し
込

み
が
集
中
す
る
た
め
で
す
。
大
口
の
団

体
が
同
日
程
に
集
中
し
、
受
け
入
れ
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
は
優
先
的

受
け
入
れ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

審
査
で
の
主
な
質
疑

決  

算  

特  

別  

委  

員  

会

位山自然の家
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６
７
万
円
で
あ
っ
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ

し
効
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
増
加
】

Q 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
や

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

数
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
が

増
加
し
て
い
る
理
由
は

A 

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
が

２
０
５
６
人
と
前
年
度
に
比
べ
増
え
て

い
る
。
ま
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
中
に
フ
ァ
ミ

リ
ア
小
坂
と
萩
原
福
寿
苑
の
２
施
設
が

開
設
し
て
い
る
た
め
。

【
水
道
の
有
収
率
ア
ッ
プ
を
】

Q 

簡
易
水
道
の
有
収
率
だ
が
、
昨
年

度
に
比
べ
70
％
を
き
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。
ま
た
有
収
率
を
上
げ
る
た

め
に
ど
う
い
っ
た
施
策
を
と
る
の
か
。

人
口
減
少
が
著
し
い
中
、
今
後
大
変
な

経
営
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が

A 

有
収
率
が
下
が
っ
て
い
る
主
な
原

因
は
漏
水
。
夜
中
等
に
調
査
し
て
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
26

年
度
は
56
か
所
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

【
住
宅
融
資
に
つ
い
て
】

Q 

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
事
業
は
実

績
件
数
０
件
と
い
う
状
況
が
過
去
数
年

続
い
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は

A 

昨
今
の
金
融
情
勢
に
よ
り
市
内
の

金
融
機
関
で
有
利
に
借
り
ら
れ
る
こ
と

や
、
年
収
４
０
０
万
円
以
下
と
い
う
条

件
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
制
度
の
利
用

が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【
特
定
健
診
の
受
診
に
つ
い
て
】

Q 

特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
い
が
、

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
今
後

の
方
向
性
は

A 

ま
ず
は
未
受
診
者
が
健
診
へ
の
意

識
を
変
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
大

事
。
検
診
を
受
け
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
無
い
か
も
考

え
て
い
る
。
受
診
率
を
上
げ
る
と
言
う

点
で
は
、
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
定
期

的
に
個
人
医
院
な
ど
に
受
診
し
て
い
る

方
も
、
特
定
健
診
の
検
査
項
目
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
検
診
を
受
け
た
こ
と
と
み
な

す
と
い
う
方
法
も
考
え
て
い
る
。

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
】

Q 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
の
効
果
は　

A 

26
年
12
月
の
差
額
通
知
分
で
は
、

対
象
が
４
９
０
人
で
27
年
１
月
か
ら

６
月
の
医
療
費
の
軽
減
効
果
額
は

今回の定例会において国へ提出することとなった意見書

森林吸収源対策に係る安定財源確保及び山村振興対策の推進に係る意見書

　森林は、食料や水、木材・エネルギー等の供給や二酸化炭素の吸収など、国民の安全・安心、国
土・環境を守る重要な国民共通の財産である。しかし、森林・林業・木材関連産業の現状は、長期
にわたる経済低迷の影響や農山村人口の減少等により、経営基盤が依然として脆弱であり、山村の
疲弊も著しい状況になっている。
　こうした中、本年３月「山村振興法」が改正され、「地域の特性を生かした産業の育成による就
業機会の創出」や「定住の促進」等が新たに基本理念に盛り込まれた。この新たな基本理念を踏ま
え、山村地域の再生、地域経済の活性化を図るためには、森林・林業施策の推進は急務であり、立
地条件に対応した森林整備、間伐材等の利活用、適切な治山対策、鳥獣害対策の実施等が求められ
ている。
　よって、森林・林業政策の推進のため、安定財源確保と具体的な山村振興対策に向け、下記の事
項を実現するよう強く要請する。

記

１　地球温暖化防止対策に不可欠な森林吸収源対策の推進を図るため、「地球温暖化対策のための
税」の使途に森林吸収源を追加するなど、森林整備推進等のための安定財源の確保を図ること。

２　地域振興・山村振興に向けて、森林等の保全の推進並びに山村における産業基盤及び生活環境
の整備の促進を図るとともに、定住を促進するため、地域の中小企業者における受注機会の増大、
所得の向上に向けた支援、雇用の拡大・改善を行う企業に対する支援等、必要な方策を講じること。

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。




